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環境マネジメントシステム 
環境保全の取り組みを継続的に実施していくため、環境行動目標を設定。 

生産系事業所は、すべてにおいてISO14001認証を取得し、体系的なマネジメントを実践しています。 
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　カシオグループでは、カシオ環境保全委

員会体制のもと、「カシオ環境ボランタリー

プラン」　　　   および「環境行動目標」

　　　　に基づく、環境保全活動をPlan、

Do、Check、Actionサイクルの継続的改

善を実施することにより、推進しています。 

P10参照 P10参照 

P13参照 P13参照 

ISO14001 企業が環境負荷低減のための努力目標を設定し、そのための人材教育やシステム構築など、環境管理システムを構築するための要求事項が規定されている国際規格。
代替フロン オゾン層を破壊するフロンガスの代わりとして、半導体の洗浄や冷蔵庫の冷媒用途として利用され、地球温暖化防止京都議定書で削減の対象になった。
PCB含有機器 電気製品の絶縁体、コンデンサー・変圧器の熱媒などに使用されていたポリ塩化ビフェニールのこと。生物の生殖機能等をかく乱させる可能性のある「環境ホルモン（外因性内分泌かく乱化学物質）」と呼ばれている。

用語 
解説 

環境マネジメントの考え方 ISO14001の認証取得 

土壌汚染の状況 
八王子技術センターの建て替えの際に、法定の
基準値を超えたものが検出されたため、土の改修
を行いました。なお汚染土壌の対策はすべて完了
し、安全衛生上の問題はありません。

有害大気汚染物質 
1996年10月に経済産業省が定めた管理対象１3
物質※は使用しておりません。
※13物質：アクリロニトリル、アセトアルデヒド、塩化ビニルモ
ノマー、クロロホルム、1,2-ジクロロエタン、ジクロロメタン、テト
ラクロロエチレン、トリクロロエチレン、1,3-ブタジエン、ベンゼン、
ホルムアルデヒド、二硫化三ニッケル、硫酸ニッケル

環境リスクマネジメント 
 

環境に関する教育と表彰制度 

職場行動指針遵守 
表彰制度 

表彰者総数：87名 
表彰職場数：18職場/87職場中 2回／年 

行動指針を設定し活動（遵守）が顕著な 
職場や個人に対する表彰制度 

社長賞 

エコボーナス制度 

改善提案制度 

表彰制度 運用範囲 

各生産拠点 

甲府カシオ 

カシオマイクロニクス 

カシオマイクロニクス 

内容 表彰サイクル 表彰案件と表彰数 

環境保全において成果をあげた 
活動に対する表彰制度 

随時 

甲府カシオ：2件 
･『廃棄物管理の見直し並びに有価及びリサイクル化による廃棄処理費削減　 
　3,641,631円→ 1,511,335円（▲2,130,296円）』 
･『夜間､休日用のエアーコンプレッサー設置による電力消費量及びコスト削減』 
カシオマイクロニクス：12件 
・『アッシング装置石英チャンバーのリサイクル化』 
・『外観検査粘着ローラー設置による工数等削減』 
・『産業廃棄物処理業者新規開拓による費用の削減』　他 

環境ボランティア活動に参加 
することに対する表彰制度 表彰者総数：44名 

業務の取り組みの中で特別に優れた 
業績に対する表彰制度 2回／年 

上期9件：チーム賞3件、個人賞5件、特別表彰1件 
『COFフイルム倉入能力25％アップ向上』　他 

年度 

件数 

金額 

1999 2000 2001 2002 2003

 0 0 0 0

0 0 0 0

0

0

環境に関する規制遵守の状況 
過去から現在まで、環境に関する法令違反・罰金・
科料・苦情・訴訟等はありませんでした。

代替フロンの廃止 
2004年度までに、生産拠点を中国（番禺）へ移
管することで廃止します。

ＰＲＴＲ法に基づく届け出 
PRTR対象物質は法令に基づいて届け出を行
っています。

ＰＣＢ含有機器の保管 
2005年度末までにその適切処理が義務付けら
れているＰＣＢ含有機器は、現在、全社で１９個の
高圧コンデンサー、照明器具に使用されていた小
型安定器258個があります。これらは、法律に沿
った最適な保管とその届け出を励行しており、処
理については各都府県の処理施設の計画に合
わせてその処分を策定しています。

カシオ環境保全委員会 委員長 副社長 

カシオ 
環境会議 

実行部門 
事業部門・本社・ 
事業所スタッフ・ 
支店・営業所・ 
国内外販売会社 
グループ会社 

専門 
委員会 

環境監査 
機関 

　カシオグループは、全事業所、主要グルー

プ会社すべてにおいてＩＳＯ14001認証を

取得することで、リスクマネジメントシステム

の構築も行っており、緊急事態対応訓練、

有害物質使用削減・代替化活動などを積

極的に展開して環境汚染の予防を徹底し

ています。カシオマイクロニクスにおいては、

老朽化の進んだ排水処理施設、地下ピット

配管の整備を行い、土壌汚染防止対策を

強化しました。また、グループ各社のすべて

の薬液タンクは、防液堤を設け、万一漏洩

しても土壌汚染のないように対応しています。 

■カシオの環境保全体制 

 

■ＩＳＯ14001認証取得事業所一覧 

P32参照 P32参照 

 1997年11月 
1998年  1月 
1998年  3月 
1999年  9月 
2000年  1月 
2000年  3月 
2000年  6月 
2000年10月 
2000年10月 
2000年12月 
2001年12月 
2002年  5月 

1998年  4月 
1999年  9月 
1999年12月 
2000年  9月 
2001年  2月 
2001年  9月 
2001年12月 
2002年  2月 
2002年  4月 

山形カシオ（株） 
甲府カシオ（株） 
高知カシオ（株） 
カシオ電子工業（株） 
カシオサポートシステム（株） 
カシオマイクロニクス（株） 
カシオ計算機（株）東京事業所 
カシオ計算機（株）羽村技術センター 
カシオ計算機（株）八王子技術センター 
カシオ計算機（株）本社 
カシオソフト（株） 
カシオテクノ（株） 

韓国カシオ 
香港カシオ（番禺工場） 
香港カシオ 
カシオ電子（珠海）有限公司 
朝日エレクトロニクスインドネシア 
カシオタイ 
台湾カシオ 
カシオ電子（深　）有限公司 
カシオ電子（中山)有限公司  

国
　
　
内 

事　業　所　名 認証取得年月 
 

事　業　所　名 認証取得年月 
 

2004年3月現在 

海
　
　
外 

　環境に配慮した活動が日常からできるよう、

環境教育、啓発活動を推進しています。新

入社員に対しては、配属前に環境一般教

育を実施。その他一般教育、専門教育によ

り、一般社員、管理職、環境担当者など、階

層別の社員研修を実施し、環境意識と知

識レベル向上に努めています。また、2003

年度の環境保全において、大きな成果を上

げた活動に対する表彰は下表の通りです。 

　生産系主要拠点は、国内・海外共に認

証取得を完了し、21拠点中15拠点につい

ては更新審査が完了しています。今後の

活動は、システムおよびパフォーマンスの

継続的改善へと移行していきます。 

　また、営業系の拠点についても認証取

得を拡大し、全カシオグループでの環境保

全体制の構築を、推進していきます。 

CHECKCHECKACTIONACTION

DODO

推進 
事務局 

PLANPLAN PLANPLAN


